
国
家
の
「
緊
急
事
態
」
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
法
整
備
の
議
論
は
多
々
あ
り
ま

し
た
。
遡
れ
ば
04
年
５
月
に
自
民
、
民

主
、
公
明
の
３
党
が
「
緊
急
事
態
基
本

法
」の
国
会
成
立
を
図
る
覚
書
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。
12
年
の
自
民
党
の
改
憲

草
案
で
は
98
条
と
99
条
に
新
設
の
緊

急
事
態
条
項
を
加
え
ま
し
た
。

そ
し
て
13
年
５
月
、
衆
議
院
憲
法
審

査
会
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
緊
急
事
態
」
に

関
す
る
資
料
を
ま
と
め
ま
し
た
。
改
憲

派
は
こ
の
議
論
を
通
じ
て
国
民
的
合

意
が
可
能
と
あ
な
ど
り
、
改
憲
発
議
の

突
破
口
と
し
て
い
る
の
で
す
。

自
民
党
改
憲
草
案
98
条
で
は
国
家

の
「緊
急
事
態
」と
は
、
「外
部
か
ら
の
武

力
攻
撃
」
、
「
内
乱
等
の
社
会
秩
序
の

混
乱
」
、
「
地
震
等
の
大
規
模
災
害
」
、

「そ
の
他
の
法
律
で
定
め
る
緊
急
事
態
」

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
総
理
大
臣
が
緊

急
事
態
を
宣
言
、
自
治
体
の
長
へ
の
指

示
と
財
政
処
置
を
行
い
、
宣
言
後
に
国

会
の
承
認
、
こ
の
間
、
衆
議
院
は
不
解

散
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「国
そ
の
他

公
の
機
関
の
指
示
に
国
民
は
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
国
民
の
様
々
な

権
利
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

現
に
沖
縄
辺
野
古
を
巡
る
沖
縄
県

民
に
対
す
る
弾
圧
や
自
治
権
否
定
、

戦
争
法
制
定
過
程
で
の
国
会
無
視
、

民
主
主
義
否
定
の
姿
勢
は
一
目
瞭
然
。

暴
走
す
る
安
倍
政
治
の
行
く
先
を

想
像
す
る
と
背
筋
が
凍
り
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
は
頻
度
も
規
模

も
拡
大
し
、
巨
大
地
震
の
発
生
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
の

「
緊
急
事
態
」
を
招
く
政
策
が
続
く
こ

と
こ
そ
問
題
な
の
で
す
。

福
島
原
発
の
過
酷
事
故
は
、
歴
代

自
民
党
政
権
が
原
発
推
進
を
国
策
と

し
、
安
全
神
話
に
浸
か
っ
て
き
た
結
果

で
す
。
そ
の
責
任
を
問
わ
ず
、
川
内
、
高

浜
原
発
の
再
稼
働
に
猛
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
中
間
で
「
棚
上
げ
」
し
た
尖

閣
諸
島
問
題
で
戦
争
の
危
機
を
煽
り
、

日
韓
、
日
朝
の
戦
後
処
理
問
題
や
歴

史
認
識
で
緊
張
関
係
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
の
は
安
倍
政
権
で
す
。

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
法
律
に
は
、

警
察
法
、
災
害
対
策
基
本
法
が
、
原

子
力
災
害
に
は
原
子
力
災
害
対
策
基

本
法
が
あ
り
ま
す
。
外
部
か
ら
の
攻
撃

に
は
自
衛
隊
法
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な

緊
急
事
態
は
既
存
の
法
律
の
運
用
で

可
能
な
の
で
す
。

震
災
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
憲

法
９
条
に
よ
る
平
和
外
交
努
力
こ
そ

国
策
の
柱
に
す
べ
き
で
す
。

安
倍
政
権
に
危
険
な
緊
急
事
態
条

項
を
新
設
さ
せ
、
戦
争
が
で
き
る
国
へ

暴
走
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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安
倍
首
相
は
年
頭
会
見
で
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
憲
法
「改
正
」を
争
点

と
す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
11
月
に
は
「
国
家
緊
急
事
態
条

項
」
で
憲
法
「
改
正
」
を
す
る
と
明
言
し
ま
し
た
。
安
倍
首
相
の
狙
い
は
明
ら
か

で
す
。
「緊
急
事
態
条
項
」を
改
憲
の
入
り
口
と
し
、
最
終
的
に
は
９
条
を
破
壊

し
、
戦
争
国
家
の
樹
立
を
目
指
す
こ
と
。
そ
の
結
果
、
個
人
の
権
利
を
抑
圧
す

る
独
裁
的
な
権
力
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

「緊
急
事
態
条
項
」の
制
定
は
改
憲
策
動
そ
の
も
の
、
許
せ
ま
せ
ん
。

「緊急事態条項」は９条破壊の突破口

入
り
口
は
「
緊
急
事
態
条
項
」

出
口
は
９
条
破
壊
で
戦
争
国
家

緊
急
事
態
条
項
で
権
力
集
中

憲
法
３
原
則
の
一
時
停
止

自
ら
緊
急
事
態
を
招
く
政
策

原
発
・
外
交
・
防
災
で
常
態
化

緊
急
事
態
は
現
行
法
で
可
能

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
９
条
外
交
を



痛
ま
し
いテ

レ
ビ
映
像

テ
レ
ビ
に
愛
ら
し
い
幼
子
の
写
真
が
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
顔
に
や
け
ど
を
負
い
、
謝
っ
て

い
る
の
か
正
座
す
る
羽
月
ち
ゃ
ん
（
３
歳
、
埼

玉
県
狭
山
市
）
、
ウ
イ
ン
ク
し
て
ス
ト
ロ
ー
を

吸
う
礼
人
ち
ゃ
ん
（
３
歳
、
東
京
都
大
田
区
）
。

羽
月
ち
ゃ
ん
の
事
件
で
は
若
い
母
親
と
同

居
人
が
逮
捕
さ
れ
、
礼
人
ち
ゃ
ん
の
場
合
は

同
居
人
だ
け
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
同
居
人

が
来
る
ま
で
は
母
親
一
人
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
ま
し
た
。

増
え
る児

童
虐
待
件
数

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
全
国
の
児
童
相
談
所

が
14
年
度
に
対
応
し
た
児
童
虐
待
の
件
数

は
８
万
８
９
３
１
件
に
上
り
、
過
去
最
悪
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
03
年
か
ら
13
年
度
の

10
年
間
に
虐
待
を
受
け
て
死
亡
し
た
児
童

は
５
８
２
人
。
０
歳
２
５
６
人
、
１
歳
72
人
、

２
歳
52
人
、
３
歳
57
人
、
４
歳
以
上
１
３
０

人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
歳
以
下
が
実

に
75
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
をキ

ャ
ッ
チ
す
る

虐
待
さ
れ
た
時
の
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
泣

き
叫
ぶ
こ
と
。
隣
人
や
管
理
人
が
異
常
に

気
付
い
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
人
の
家
庭
に
入
る
の
は
敷
居
が
高
く
つ

い
見
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
叱
っ

た
だ
け
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
詮
索
は

で
き
ま
せ
ん
。
保
育
園
が
虐
待
の
傷
を
気
に

留
め
、
行
政
の
担
当
者
が
虐
待
の
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
追
求
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
と

か
く
後
手
に
回
り
が
ち
で
す
。

非
正
規労

働
者
が
激
増

虐
待
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
の
は
90
年
代

か
ら
で
す
。
規
制
緩
和
・
民
営
化
、
教
育
・
福

祉
を
削
減
す
る
利
潤
追
求
の
自
由
が
経
済

政
策
の
主
流
に
な
っ
た
と
き
に
重
な
り
ま
す
。

１
億
総
中
流
が
崩
れ
、
ジ
ニ
係
数
と
い
う

所
得
格
差
が
話
題
に
な
り
、
貧
困
と
格
差

が
社
会
を
蝕
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
最
大

の
原
因
は
、
非
正
規
労
働
者
の
激
増
に
あ
り

ま
し
た
。
今
で
は
２
０
０
０
万
人
（
４
割
）
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。

高
齢
者
も貧

困
に
あ
え
ぐ

日
本
の
貧
困
率
（２
０
１
２
年
）は
16
・１
％
、

子
ど
も
の
貧
困
率
は
16
・
３
％
、
６
人
に
１

人
が
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
１
人
親
世

帯
に
至
っ
て
は
54
・
６
％
と
先
進
34
カ
国
が

加
盟
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
も
最
悪
で
す
。

貧
困
は
高
齢
者
に
も
と
り
憑
き
、
生
活
保

護
世
帯
１
６
２
万
世
帯
の
う
ち
80
万
世
帯

が
高
齢
者
世
帯
。
さ
ら
に
、
働
き
盛
り
の
34

歳
以
下
の
未
婚
者
の
約
22
万
人
が
働
い
て
い

な
い
貧
困
状
態
に
あ
り
ま
す
。

安
倍
政
権
はウ

ソ
つ
き
だ

安
倍
政
権
は
「
自
立
支
援
」
と
い
い
な
が
ら
、

生
活
保
護
費
を
削
減
し
、
高
齢
者
の
命
綱

で
あ
る
年
金
給
付
を
減
額
し
、
非
正
規
労

働
を
野
放
し
に
す
る
派
遣
法
改
悪
を
行
い

ま
し
た
。

羽
月
ち
ゃ
ん
も
礼
人
ち
ゃ
ん
も
、
母
親
も
、

貧
困
の
犠
牲
者
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
子

ど
も
は
何
よ
り
の
宝
」
。
子
ど
も
た
ち
が
食
べ

て
、
寝
て
、
安
心
し
て
生
き

ら
れ
る
暮
ら
し
と
政
治
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。
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た
て
続
け
に
幼
い
命
が
虐
待
に
よ
っ
て
奪

わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
年
頃
の
子
や
孫
を
持

つ
身
に
と
っ
て
、
悲
劇
の
報
道
を
聞
く
た
び

に
憤
り
を
覚
え
、
胸
を
か
き
む
し
ら
れ
ま

す
。
近
所
の
家
か
ら
子
ど
も
の
泣
き
声
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
と
、
思
わ
ず
飛

び
出
し
た
く
な
る
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
生
き
辛
い
何
と
も
異
常
な
社
会
。

問
題
の
根
っ
こ
に
、
「
貧
困
」
が
あ
り
ま
す
。

増える子どもの虐待 貧困ゼロ！社会こそ

「
子
ど
も
は
何
よ
り
の
宝
」
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